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 議案審議とその結果（２） 印西市市議会は最終日 3/24（金曜日）に予算審議

を終了し、終了いたしました。今回はこの定例会で議案となり、審議がされたものの中か

ら予算案を中心に抜粋して報告して参りたい思います。本来は全て報告するのが当然です

が、紙面の都合上割愛させていただく案件もございますので、ご不明な点がございました

らお気軽にお問い合わせ下さい。また、４月中に市政報告会を開催いたしますのでお越し

ください。ご意見、ご叱責等があればお気軽にお寄せ下さい。 
 
 平成 12 年度印西市予算案について  
予算案審議については、8 日（水曜日）に予算案の概要を執行部より説明を受け、全体討議
を行い、その後、各議員が所属する委員会にての委員会審議が行われ、24 日（金曜日）に
採決が行われました。－私は「総務常任委員会」に所属しておりますので、以下の部門の 
予算審議を 9 日（木曜日）、10 日（金曜日）に行いました。 
 
  9 日－総務課、選挙管理委員会、市民税課、資産税課 
  10 日－財政課、企画調整課、監査委員事務局、会計課、議会事務局 
 
予算審議にあたり、 
「印西市の財政は、多額の累積債務を抱え引き続き厳しい状況にあります。このため、今
後も公債費の削減を図る意味での繰上償還を積極的に行い、限られた財源の有効活用によ
り、市民福祉の向上につとめていくことにする」との説明が議会でございました。 
 
以下に、平成 12 年印西市予算について記述します。 
 
平成 12 年度印西市当初予算の概要について 
 予算規模 190 億 7000 万円 対前年度比 8.7％の減少 
 （平成 9 年度から印西市は予算規模の伸び率はマイナスです。） 
 
 参考）国家予算  84 兆 9871 億円 対前年度比 3.87％の増加 
    千葉県予算 1 兆 6449 億円  対前年度比 1.2％の減少 
 
 歳入面では、「市税収入」が対前年度当初予算比 2.7％減となり、歳入全体の 
 55.1％を構成しております。（市民税は減税等の理由、固定資産税は家屋の評価替え等に 
 伴い「市税収入」の減少となります。） 
 
 今年の予算は前年度に引き続き、繰上償還を行うなど将来の財政負担圧縮予算を組み、
「堅実型予算」と特徴づけております。以下に今年度の主要事業を列挙いたします。 
  
 平成 12 年度主要事業（主なものを抜粋いたします。） 
＊ ふれあいバス運行事業                  35,000 千円 
＊ ホームページ運営事業                   5,458 千円 
＊ 障害者施設整備補助事業                  6.300 千円 
＊ 老人福祉施設整備事業補助事業              71,500 千円 
＊ 高齢者および障害者住宅改造費助成事業          33,414 千円 

 ＊ 少子化対策臨時特例交付事業／子育て支援センター建設事業  33,414 千円 
＊ 墓地・火葬場整備促進事業（平岡自然公園）        444,303 千円 
＊ 住宅宅地関連公共施設整備促進事業            565,863 千円 

 ＊ 松山下公園整備事業                   74,000 千円 



 ＊ 防火水槽整備事業                    41,580 千円 
 ＊ 小学校耐震補強事業                   66,583 千円 
 ＊ 教育用コンピュータ整備事業               74,260 千円 
 ＊ 学校給食事業（食器入替）                31,114 千円 
 
この予算審議にあたり、「総括質問」として、私は以下のような質問、発言／提案を 
させていただきました。 
 

 

予算全体を見渡すと、「業務委託」をしている部門がとても多いように感じます。 
果たして何でも外部に業務委託するのはいかがなものでしょうか？最小の経費で最大の効
果が図れるように「施設を管理する仕事」、「事業の推進をする仕事」はどのようなものが
あり、どこが委託でき、どこは職員がすべきかをしっかりと考え、「職員の適正配置や有効
活用」を行って欲しい。「業務委託」をするということが必ずしも長い目で見れば、決して
経費の削減にはつながるとは限りません。例えば、新しい事業を進めようとする場合には、
「プロジェクトチーム」を作り、職員の中から「公募」を行ってはいかがか？また職員の
意識啓発のために「職員研修」もしっかり行ってほしい。 

また、総務常任委員会にて質問し、回答を得た主な事項は以下の通りです。 
 
＊ 秘書事務費（市長の） 3,068,000 円は何に使われるのか？ 

市長の随行として県内、県外に出るときの旅費等です。 
 （市職員は例えば、千葉市に仕事で行くときには日当がでます。／当然都内に 
  出るときは出されます。しかし、この点は納得できないことを訴え、是正を 
  促しました。） 
 
 ＊ 文書管理の推進事業  11,924,000 円はかかり過ぎではないか？ 
   基本ソフトに 565 万円、パソコンリース（新規 47 台）に 270 万円、配線工事に 
   315 万円、他がかかるとのことです。この他の事業でも委託している部分にかなりの 
   費用が使われているので、職員の教育に努めて費用を削減すべきことを伝えました。 
 
（「予算審議」は全ての委員会にて可決され、この結果、平成 12 年度予算は成立しました。
私、ぐんじとしのりは予算審議にあたり、多くの疑問点を提示し、意見を述べましたが、
今後の検討課題とすることをお願いし、予算案に「賛成」いたしました。） 
 

 印西市介護保険条例の制定について  
（結果／可決）私は賛成の立場をとりました。しかし、議案の審議の際に以下の点を問
い、次の意見を述べました。 
 
（質問）千葉県の他市では条例制定にあたり、家族介護に対する給付金や介護認定の
際に他紙より給付基準の等々、地域住民全体の福祉の指針となる、「独自の施策」がと
られているような市もあるが、印西市では検討されたのか？ 
（回答）特に検討はされていない。厚生省から提示された条例案を研究して条例を決
めた。今後、検討していく。 
（意見）職員の皆様は日々の業務で大変かと思いますが、市民の立場にたった条例づ
くり（福祉オンブズマン制度の規定、ＮＰＯや自主組織への補助、家族介護への取り組
み等）を、他の市の条例も研究し勉強して行ってほしい。また、高齢者福祉の理念や目
的をしっかり捉えて行政運営を行っていただきたいと思います。たしかに介護保険法は
3 年ごとに介護保険事業計画の見なおしとその際に被保険者の意見を聞くことを定め
ているが、「高齢者の人権」「介護水準の設定」等々の課題については早急に検討をすす
めてもらいたいと思います。 
 
介護保険条例は、4／１より施行され、40 歳以上の市民の皆様からは保険料を徴収いたしま

す。（会社員の方は、給与から天引きされます。） 
 
＊いつもご声援ありがとうございます。(次回も続けて、定例会の報告を中心に行って参り

ます。今後ともご指導ください。宜しくお願いいたします。)     ぐんじとしのり 


